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1.(ai 政府各雀間の責任分担の取極め不明確,不足

tbl 内閣や易ミ子力委員会の発表す勧告の基本的責任所在が喰違つたし

2.原子力平和利用の開発推進に当つての一番基本bな次の様な事項につい

て政府内担当箇所の責任感不足が感ぜられた。

lal 基本的関連法規 (原子炉規静J法 ,放射線障害防止法,賠償法)が

(i〕 相互統一を資いて居り

仙1 政府の既定方針通りに修正が未定であり (夕1えば障青防止の面では

_               Iё RP勧告を基本とすこ―)

面, 原子力先進国の何処とも相当の開きが残つて居る  °
    .

(国内各省間での規制の斉―も未了だし,先進国と大きく違つて ・`

る)                ″

わ}国民感情と称せられる,無 IB・

なるが故の超軽微の放射線に至るもの放

射線恐怖症の対策   (続古発表|ま逆なり果 )

・■ (1)基本的教育.:小中高校での教育    ‐

111111二 般
:善

識  ビ年|の魚の 愚,富士山憤での居住者の受けるン.

(霞集撃嚢

関
)

ム数  花間岩地帯でのす般国民の受けるレム数 ,

温泉地帯での湯治客の受けるンム数, X線診断 ,

・
       撮影一口に受けるンム数,テ レビのレム数

_ llll)各県原地でのP.R,

(v)漁連漁民とその購買側の主婦へЭ正しい理解

(ci 核兵器,原潜は勿論,核め平和利用17C迄反対を表明する左翼運動への

対策。         _  1巌
故意た筋をすレ替えた議論を見境も

(坤 :筋の通つた議論と筋違いまカ

なく支持する新聞論調。

(1)裏に常に人暴管理的要求が秘められている議論に対する用意。

||「僻}夫衆感覚の鋭さ―と|?た表現の横行        ,

|こ)1振碁線障害の面そ1政府施策響置の完全さを自民に了審させて,啓暉

■|ふどち歯‐1歯集あ信頼を発分に,|ち熟ること。 | |       |


